
主目的 3 12 6

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

配偶者のいない又はＤＶ被害により配偶者から逃げている女性及びその子どもを、一時的

に母子生活支援施設に入所させ、安全の確保とその後の自立を促す。

内容

（手段）

◆２４年度実施内容

・ＤＶにより、母子生活支援施設の入所者数が23年度の4世帯から8世帯に増加した。

・母子生活支援施設に措置が必要になった場合、担当職員が各施設に問い合わせ、入所を

依頼する。

・入所後は、施設職員と連携を図り、定期的な指導を行う。

・入所者は、カウンセリングを受けるなどし心身の安定を図り、就労支援を受けて、自立に向

けた取組を行う。

・母子生活支援施設からの請求により、措置費の支払いをする。

・措置費については、国1/2、県1/4補助有。

◆２４年度直接経費の内訳

　母子生活支援施設措置費　19,720千円

子育て支援課

子育て支援係

5

児童福祉法、配偶者からの暴力防止法及び被害者の保護に関する法律

3

平成３０年度以降

子育て支援

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

ひとり親家庭への支援をする

1

平成１４年度

保健福祉

3

～

根拠法令・個別計画

3

担当部

担当係
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一般会計 担当課
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（手段）

Ｈ22決算額

24,0008,493

Ｈ23決算額

0
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　母子生活支援施設措置費　19,720千円

　その他財源内訳

　母子生活支援施設措置費負担金　65千円

◆２５年度直接経費の内訳

　母子生活支援施設措置費　24,000千円

　その他財源内訳

　母子生活支援施設措置費負担金　94千円
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有

小牧市児童福祉法施行細則による。

前年度所得に応じて、負担金0円～全額負担までの18段階の設定
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－

H25

事業の

達成状況

施設の入所に至らないまでも、一時的な保護を求めるケースの対応や現入所者への

ケースワークなど警察、施設等の関係機関との連携により相談支援を行った。
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施設入所世帯数
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事業実施におけ

る課題

ＤＶの相手が大声を発生したり、脅すような態度など圧力をかけてくる場合もあるの

で、対応に苦慮している。
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一次評価のとおり。

ＤＶ被害者、生活困窮等の母子家庭の安全を確保できない。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

維　持

維　持

ＤＶから保護を求めてきた母子家庭の安全を確保するため、迅速的確に対応する。
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２６年度以降

の改善案

ＤＶの被害者及び職員の安全を確保する必要があるため、警察ＯＢ等の職員配置に

ついて検討を行なう。
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施施施施

結結結結

果果果果

現入所者のケースワーク、面接など施設職員との連携により入所者に対する相談支

援を行うことができたため。

判定理由

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


